
(57)【要約】

【課題】捕集体の捕集効率の変動影響を受けることがな

いとともに、面倒な前処理を必要とすることがない微量

成分の定量分析方法を提供すること。

【解決手段】液体または気体４に含まれる微量成分６を

捕集体３によって捕集し、当該捕集体３を表面分析装置

１０によって測定することにより、前記微量成分を定量

分析する方法において、前記捕集体３を複数枚重ねたも

のに対して微量成分６を含む液体または気体４を通過さ

せて前記微量成分を前記捕集体にそれぞれ捕集し、これ

ら捕集体３をそれぞれ表面分析装置１０で測定したとき

に得られる複数の測定結果に基づいて連立方程式を作成

し、この連立方程式を解くことによって前記微量成分６

の濃度を求めるようにした。

【選択図】　　　図１

JP 2004-157014 A 2004.6.3



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
液 体 ま た は 気 体 に 含 ま れ る 微 量 成 分 を 捕 集 体 に よ っ て 捕 集 し 、 当 該 捕 集 体 を 表 面 分 析 装 置
に よ っ て 測 定 す る こ と に よ り 、 前 記 微 量 成 分 を 定 量 分 析 す る 方 法 に お い て 、 前 記 捕 集 体 を
複 数 枚 重 ね た も の に 対 し て 微 量 成 分 を 含 む 液 体 ま た は 気 体 を 通 過 さ せ て 前 記 微 量 成 分 を 前
記 捕 集 体 に そ れ ぞ れ 捕 集 し 、 こ れ ら 捕 集 体 を そ れ ぞ れ 表 面 分 析 装 置 で 測 定 し た と き に 得 ら
れ る 複 数 の 測 定 結 果 に 基 づ い て 連 立 方 程 式 を 作 成 し 、 こ の 連 立 方 程 式 を 解 く こ と に よ っ て
前 記 微 量 成 分 の 濃 度 を 求 め る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 微 量 成 分 の 定 量 分 析 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
連 立 方 程 式 に お け る 比 例 係 数 を 、 標 準 試 料 を 内 標 準 法 を 用 い て 求 め る よ う に し て な る 請 求
項 １ に 記 載 の 微 量 成 分 の 定 量 分 析 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】 こ の 発 明 は 、 排 水 中 や 大 気 中 な ど に 微 量 に 含 ま れ る 金 属 や 有 機
物 な ど の 物 質 を 定 量 分 析 す る 微 量 成 分 の 定 量 分 析 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 「 Ｘ 線 分 析 の 進 歩 １ ８ 」 （ Ｘ 線 工 業 分 析 第 ２ ２ 集 ） 第 １ ４ ９ ～ １ ５ ５ 頁
（ 株 式 会 社 ア グ ネ 技 術 セ ン タ ー 、 昭 和 ６ ２ 年 ３ 月 ３ １ 日 発 行 ）
排 水 中 に 微 量 に 含 ま れ る 微 量 成 分 （ 例 え ば 金 属 ） を 定 量 分 析 す る 方 法 の 一 つ と し て 、 上 記
非 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ る 「 キ レ ー ト 試 薬 を 含 む Ｐ Ｖ Ｃ 膜 を 用 い た 濃 縮 法 に よ る 排 水 試 料
中 の 金 属 イ オ ン の 蛍 光 Ｘ 線 分 析 方 法 」 が あ る 。 こ の 微 量 成 分 の 定 量 分 析 方 法 に お い て は 、
７ － （ １ － ｅ ｔ ｈ ｅ ｎ ｙ ｌ － ３ ， ３ ， ５ ， ５ － ｔ ｅ ｔ ｒ ａ ｍ ｅ ｔ ｈ ｙ ｌ ｈ ｅ ｘ ｙ ｌ ） － ８
－ ｑ ｕ ｉ ｎ ｏ ｌ ｉ ｎ ｏ ｌ （ Ｋ ｅ ｌ ｅ ｘ １ ０ ０ ） を キ レ ー ト 試 薬 と し て 含 む ポ リ 塩 化 ビ ニ ル
（ Ｐ Ｖ Ｃ ） 膜 体 を 、 適 宜 ｐ Ｈ に 調 整 し た 試 料 溶 液 １ ０ ｍ Ｌ 中 に 入 れ て 、 １ ５ ０ 分 間 振 と う
（ シ ェ イ キ ン グ ） し て 前 記 膜 体 に 微 量 成 分 を 捕 集 し 、 そ の 後 、 蒸 留 水 で 洗 浄 し て 乾 燥 し た
後 に 、 蛍 光 Ｘ 線 分 析 装 置 を 用 い て 定 量 を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】 し か し な が ら 、 上 記 微 量 成 分 の 定 量 分 析 方 法 に お い て は
、 試 料 溶 液 の ｐ Ｈ 値 や シ ェ イ キ ン グ 時 間 に よ っ て 定 量 対 象 で あ る 微 量 成 分 の 捕 集 効 率 が 変
動 す る た め 、 捕 集 効 率 が 安 定 な 条 件 を 調 査 し て 確 認 し た 上 で 、 そ の 条 件 で 微 量 成 分 を 捕 集
し た 膜 体 を 蛍 光 Ｘ 線 分 析 に 供 し て い る 。 こ の よ う に 、 上 記 従 来 の 方 法 は 、 膜 体 に よ る 微 量
成 分 の 捕 集 効 率 が 安 定 し て い る か 否 か の 確 認 が 必 要 で あ り 、 一 般 に 未 知 試 料 全 て に つ い て
確 認 す る の が 困 難 で あ る 。 ま た 、 上 記 従 来 の 微 量 成 分 の 定 量 分 析 方 法 は 、 前 記 安 定 な 条 件
を 調 査 し て 確 認 す る 作 業 に 時 間 が か か る と と も に 、 シ ェ イ キ ン グ を か な り 長 時 間 に わ た っ
て 行 う 必 要 が あ る な ど 前 処 理 が 非 常 に 面 倒 で あ る た め 、 現 在 の と こ ろ そ れ ほ ど 普 及 し て い
な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】 こ の 発 明 は 、 上 述 の 事 柄 に 留 意 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 捕 集 体 の
捕 集 効 率 の 変 動 影 響 を 受 け る こ と が な い と と も に 、 面 倒 な 前 処 理 を 必 要 と す る こ と が な い
微 量 成 分 の 定 量 分 析 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 で は 、 液
体 ま た は 気 体 に 含 ま れ る 微 量 成 分 を 捕 集 体 に よ っ て 捕 集 し 、 当 該 捕 集 体 を 表 面 分 析 装 置 に
よ っ て 測 定 す る こ と に よ り 、 前 記 微 量 成 分 を 定 量 分 析 す る 方 法 に お い て 、 前 記 捕 集 体 を 複
数 枚 重 ね た も の に 対 し て 微 量 成 分 を 含 む 液 体 ま た は 気 体 を 通 過 さ せ て 前 記 微 量 成 分 を 前 記
捕 集 体 に そ れ ぞ れ 捕 集 し 、 こ れ ら 捕 集 体 を そ れ ぞ れ 表 面 分 析 装 置 で 測 定 し た と き に 得 ら れ
る 複 数 の 測 定 結 果 に 基 づ い て 連 立 方 程 式 を 作 成 し 、 こ の 連 立 方 程 式 を 解 く こ と に よ っ て 前
記 微 量 成 分 の 濃 度 を 求 め る よ う に し て い る （ 請 求 項 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】 前 記 微 量 成 分 の 定 量 分 析 方 法 に お い て は 、 例 え ば 測 定 試 料 と し て の 溶 液 を 、
膜 状 の 捕 集 体 を 複 数 枚 重 ね た 状 態 の も の を 通 過 さ せ る と 、 前 記 溶 液 中 に 含 ま れ る 微 量 成 分
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が 前 記 捕 集 体 の 捕 集 効 率 に し た が っ て 捕 集 さ れ る 。 そ し て 、 各 捕 集 体 を 、 例 え ば 蛍 光 Ｘ 線
分 析 装 置 な ど の 表 面 分 析 装 置 を 用 い て 測 定 す る こ と に よ り 、 同 一 の 微 量 成 分 に 対 し て 複 数
の 測 定 強 度 が 得 ら れ る 。 こ の 測 定 強 度 は 、 前 記 微 量 成 分 の 濃 度 と 捕 集 体 の 微 量 成 分 の 捕 集
効 率 の 関 数 で あ る か ら 、 複 数 の 測 定 強 度 に 基 づ い て 連 立 方 程 式 を 作 成 し 、 こ の 連 立 方 程 式
を 解 く こ と に よ っ て 、 捕 集 効 率 の 変 動 影 響 を 受 け る こ と な く 、 微 量 成 分 の 濃 度 を 高 精 度 に
求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】 以 下 、 こ の 発 明 の 詳 細 を 、 図 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 以 下 の 実 施
の 形 態 に お い て は 、 試 料 と し て の 液 体 中 に 含 ま れ る 微 量 成 分 の 定 量 分 析 を 行 う 場 合 に つ い
て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】 こ の 発 明 の 微 量 成 分 の 定 量 分 析 方 法 （ 以 下 、 単 に 定 量 分 析 方 法 と い う ） に お
い て は 、 ま ず 、 図 １ に 示 す よ う に 、 捕 集 用 カ ー ト リ ッ ジ １ を 用 い て 、 試 料 と し て の 溶 液 （
図 示 し て い な い ） 中 に 含 ま れ る 微 量 成 分 と し て の 金 属 元 素 を 捕 集 す る 。 前 記 カ ー ト リ ッ ジ
１ は 、 例 え ば ス テ ン レ ス 鋼 や フ ッ 素 樹 脂 よ り な り 、 上 下 両 端 が 開 放 さ れ た 円 筒 ２ 内 に 、 複
数 （ 図 示 例 で は ３ 枚 ） の 捕 集 体 ３ を 着 脱 自 在 に 積 層 し て な る も の で あ る 。 前 記 捕 集 体 ３ は
、 溶 液 中 の 液 体 を 通 過 さ せ 、 溶 液 中 の 微 量 成 分 を 所 定 の 捕 集 効 率 で 捕 集 す る こ と の で き る
フ ィ ル タ と し て の 性 能 を 備 え て な る も の で 、 例 え ば キ レ ー ト 樹 脂 よ り な り 、 適 宜 の 厚 さ お
よ び 外 径 を 有 す る 例 え ば 薄 い 円 板 状 の 膜 体 に 形 成 さ れ て い る 。 上 記 カ ー ト リ ッ ジ １ と し て
は 、 例 え ば 、 ３ Ｍ 社 の エ ム ポ ア キ レ ー ト デ ィ ス ク カ ー ト リ ッ ジ が あ る 。 な お 、 エ ム ポ ア は
３ Ｍ 社 の 登 録 商 標 で あ る 。 ま た 、 図 中 の 矢 印 ４ は 試 料 と し て の 溶 液 を 示 し 、 ５ は カ ー ト リ
ッ ジ １ 通 過 後 の 溶 液 ４ Ａ を 収 容 す る 廃 液 槽 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】 上 記 図 １ に 示 す よ う に し て 、 溶 液 ４ を 、 複 数 の 捕 集 体 ３ を 積 層 し た 多 層 構 造
の カ ー ト リ ッ ジ １ を 通 過 さ せ る こ と に よ り 、 捕 集 体 ３ に お け る 捕 集 効 率 に し た が っ て 、 各
捕 集 体 ３ に 微 量 成 分 ６ が 捕 集 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】 そ の 後 、 前 記 各 捕 集 体 ３ の そ れ ぞ れ を 、 例 え ば 図 ２ に 示 す 表 面 分 析 装 置 １ ０
を 用 い て 測 定 す る 。 こ の 図 ２ は 、 表 面 分 析 装 置 １ ０ と し て の 蛍 光 Ｘ 線 分 析 装 置 で 、 こ の 図
に お い て 、 １ １ は Ｘ 線 １ ２ を 発 生 す る Ｘ 線 源 、 １ ３ は 試 料 、 １ ４ は 試 料 １ ３ に 対 す る Ｘ 線
１ ２ の 照 射 に よ り 試 料 １ ３ に お い て 発 生 す る 蛍 光 Ｘ 線 １ ５ を 検 出 す る Ｘ 線 検 出 器 、 １ ６ は
ア ン プ 、 １ ７ は マ ル チ チ ャ ン ネ ル ア ナ ラ イ ザ 、 １ ８ は コ ン ピ ュ ー タ で あ る 。 こ の よ う に 構
成 さ れ た 装 置 １ ０ に お い て は 、 Ｘ 線 源 １ １ か ら 発 せ ら れ た Ｘ 線 １ ２ が 試 料 １ ３ に 照 射 さ れ
、 試 料 １ ３ か ら 発 せ ら れ る 蛍 光 Ｘ 線 １ ５ を Ｘ 線 検 出 器 １ ４ で 検 出 し 、 そ の 出 力 で あ る 電 気
信 号 を ア ン プ １ ６ を 経 て マ ル チ チ ャ ン ネ ル ア ナ ラ イ ザ １ ７ に 入 力 し 、 エ ネ ル ギ ー ス ペ ク ト
ル を 得 る 。 こ の エ ネ ル ギ ー ス ペ ク ト ル を コ ン ピ ュ ー タ １ ８ が 螢 光 Ｘ 線 エ ネ ル ギ ー の ス ペ ク
ト ル デ ー タ と し て 読 み 取 る こ と に よ り 、 蛍 光 Ｘ 線 強 度 が デ ー タ と し て 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】 す な わ ち 、 前 記 図 ２ に 示 し た 蛍 光 Ｘ 線 分 析 装 置 １ ０ の 試 料 １ ３ に 代 え て 、 微
量 成 分 を そ れ ぞ れ 捕 集 し た 捕 集 体 ３ を 一 つ ず つ 載 置 し て 、 Ｘ 線 照 射 を 行 い 、 そ の と き の 蛍
光 Ｘ 線 強 度 を 求 め る の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】 次 に 、 前 記 蛍 光 Ｘ 線 強 度 か ら 一 つ の 微 量 成 分 の 濃 度 を 定 量 す る 手 法 に つ い て
説 明 す る 。
今 、 捕 集 体 ３ の 捕 集 効 率 を そ れ ぞ れ α （ 未 知 ） と し 、 試 料 溶 液 Ｓ （ 既 知 ） リ ッ ト ル 中 に 微
量 成 分 と し て の 金 属 元 素 Ａ が 濃 度 Ｘ （ 未 知 ） で 存 在 す る も の と す る と 、 捕 集 体 ３ が ｎ 枚 積
層 さ れ て い る 場 合 、 各 捕 集 体 ３ に お け る 金 属 元 素 Ａ の 捕 集 量 お よ び 透 過 量 は 、 下 記 の よ う
に な る 。
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し た が っ て 、 ｎ 枚 目 の 捕 集 体 ３ に お け る 捕 集 量 は 、
α ・ （ １ － α ） ｎ － １ 　 ・ Ｓ ・ Ｘ
と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】 そ し て 、 ｎ 枚 目 の 捕 集 体 ３ の 蛍 光 Ｘ 線 強 度 Ｉ ｎ 　 が 下 記 （ １ ） 式 で 表 さ れ る
も の と す る （ 極 低 濃 度 の 場 合 は 成 立 す る ） 。
Ｉ ｎ 　 ＝ ｋ ・ α ・ （ １ － α ） ｎ － １ 　 ・ Ｓ ・ Ｘ ＋ Ｂ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 … … （ １ ）
こ こ で 、 ｋ は 比 例 係 数 、 Ｂ は バ ッ ク グ ラ ウ ン ド で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】 上 記 （ １ ） 式 に お い て は 、 未 知 数 が 濃 度 Ｘ 、 捕 集 効 率 α 、 比 例 係 数 ｋ 、 バ ッ
ク グ ラ ウ ン ド Ｂ の ４ つ で あ り 、 ４ 枚 の 捕 集 体 ３ の デ ー タ に 基 づ い て 連 立 方 程 式 を 立 て て こ
れ を 解 こ う と し て も 、 濃 度 Ｘ と 比 例 係 数 ｋ に 独 立 性 が な い の で 、 目 的 と す る 濃 度 Ｘ の 値 を
求 め る こ と が で き な い 。 な お 、 捕 集 効 率 α が 高 す ぎ て も 低 す ぎ て も 解 を 求 め る こ と が で き
な い と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】 そ こ で 、 内 標 準 法 を 用 い て 、 以 下 の 手 順 で 比 例 係 数 ｋ を 求 め て お く こ と が 考
え ら れ る 。
今 、 濃 度 ｘ ｉ 　 が 既 知 で あ る 内 標 準 元 素 ｉ に つ い て 、 ｎ 枚 目 の 捕 集 体 ３ の 蛍 光 Ｘ 線 強 度 Ｉ

ｉ 　
ｎ 　 は 下 記 （ ２ ） 式 で 表 さ れ る 。

Ｉ ｉ 　
ｎ 　 ＝ ｈ ｉ 　 ・ ｋ ０ 　 ・ α ｉ 　 ・ （ １ － α ｉ 　 ） ｎ － １ 　 ・ Ｓ ・ Ｘ ｉ 　 ＋ Ｂ ｉ 　 　

… … （ ２ ）
こ こ で 、 ｈ ｉ 　 は 内 標 準 元 素 ｉ の 相 対 感 度 比 （ 装 置 定 数 、 既 知 ） 、 ｋ ０ 　 は 比 例 係 数 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】 上 記 （ ２ ） 式 に お い て は 、 未 知 数 が 比 例 係 数 ｋ ０ 　 、 捕 集 効 率 α ｉ 　 、 バ ッ
ク グ ラ ウ ン ド Ｂ ｉ 　 の ３ つ で あ る の で 、 ３ 枚 の 捕 集 体 ３ の デ ー タ に 基 づ い て 連 立 方 程 式 を
立 て て こ れ を 解 く こ と に よ り 、 解 を 求 め る こ と が で き 、 比 例 係 数 ｋ ０ 　 を 求 め る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】 上 述 の よ う に し て 、 比 例 係 数 ｋ ０ 　 を 予 め 求 め て お け ば 、 未 知 試 料 測 定 時 の
元 素 ｊ に つ い て 、 ｎ 枚 目 の 捕 集 体 ３ の 蛍 光 Ｘ 線 強 度 Ｉ ｊ 　

ｎ 　 は 下 記 （ ３ ） 式 で 表 さ れ る
。
Ｉ ｊ 　

ｎ 　 ＝ ｈ ｊ 　 ・ ｋ ０ 　 ・ α ｊ 　 ・ （ １ － α ｊ 　 ） ｎ － １ 　 ・ Ｓ ・ Ｘ ｊ 　 ＋ Ｂ ｊ 　 　
… … （ ３ ）
こ こ で 、 ｈ ｊ 　 は 元 素 ｊ の 相 対 感 度 比 （ 装 置 定 数 、 既 知 ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】 上 記 （ ３ ） 式 に お い て は 、 未 知 数 が 捕 集 効 率 α ｊ 　 、 濃 度 Ｘ ｊ 　 、 バ ッ ク グ
ラ ウ ン ド Ｂ ｊ 　 の ３ つ で あ る の で 、 ３ 枚 の 捕 集 体 ３ の デ ー タ に 基 づ い て 連 立 方 程 式 を 立 て
て こ れ を 解 く こ と に よ り 、 解 を 求 め る こ と が で き 、 元 素 ｊ の 濃 度 Ｘ ｊ 　 を 求 め る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】 上 述 し た 方 法 は 、 測 定 試 料 の ｐ Ｈ に よ っ て 捕 集 効 率 α が 変 動 し て も 、 求 め る
微 量 成 分 濃 度 Ｘ は 、 前 記 変 動 影 響 を 受 け る こ と が な い 。 し た が っ て 、 捕 集 効 率 が 事 前 に 不
明 で あ っ て も ま た 不 安 定 で あ っ て も 、 微 量 成 分 の 濃 度 を 高 精 度 に 求 め る こ と が で き る 。 ま
た 、 冒 頭 に 挙 げ た 従 来 技 術 と 異 な り 、 煩 わ し い 前 処 理 を 行 う 必 要 が な く 、 所 望 の 定 量 分 析
を 簡 単 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】 上 述 の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 比 例 係 数 ｋ ０ 　 を 求 め る の に 内 標 準 法 を 用 い
て い た が 、 こ の 発 明 は こ れ に 限 ら れ る も の で は な く 、 例 え ば 濃 度 が 既 知 の 標 準 試 料 を カ ー
ト リ ッ ジ １ に 流 す こ と に よ り 、 比 例 係 数 ｋ ０ 　 を 求 め る よ う に し て も よ い 。
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【 ０ ０ ２ １ 】 ま た 、 上 述 の 実 施 の 形 態 で は 、 積 層 さ れ る 複 数 の 捕 集 体 ３ の 捕 集 効 率 α が 未
知 で か つ 同 一 で あ っ た が 、 複 数 の 捕 集 体 ３ の 捕 集 効 率 α が そ れ ぞ れ 異 な っ て い て も そ れ ぞ
れ の 捕 集 効 率 の 比 が 予 め 分 か っ て い れ ば よ い 。 例 え ば 、 １ 枚 目 、 ２ 枚 目 、 ３ 枚 目 の 捕 集 効
率 を 、 そ れ ぞ れ α １ 　 ， α ２ 　 ， α ３ 　 と す る と き 、
α ２ 　 ＝ １ ． １ α １ 　

α ３ 　 ＝ １ ． ２ α ２ 　

と 言 う よ う な 関 係 が 成 り 立 つ よ う な 場 合 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】 そ し て 、 上 記 実 施 の 形 態 に お い て は 、 カ ー ト リ ッ ジ １ に 供 給 さ れ る 試 料 が 液
体 で あ っ た が 、 こ の 発 明 は こ れ に 限 ら れ る も の で は な く 、 試 料 が ガ ス で あ っ て も 、 上 述 の
手 法 で 、 微 量 成 分 を 複 数 の 捕 集 体 ３ に 捕 集 し 、 こ れ ら の 捕 集 体 ３ を 蛍 光 Ｘ 線 分 析 装 置 １ ０
に よ っ て 測 定 を 行 っ て 蛍 光 Ｘ 線 強 度 を 求 め る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】 ま た 、 微 量 成 分 を そ れ ぞ れ 捕 集 し た 複 数 の 捕 集 体 ３ を 測 定 す る 表 面 分 析 装 置
１ ０ と し て 、 前 記 蛍 光 Ｘ 線 分 析 装 置 の ほ か に 、 Ｆ Ｔ Ｉ Ｒ （ フ ー リ エ 変 換 赤 外 分 光 計 ） や 、
Ｍ Ｓ （ 質 量 分 析 計 ） を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】 以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 発 明 の 定 量 分 析 方 法 に よ れ ば 、 捕 集 体 の 捕 集 効
率 の 変 動 影 響 を 受 け る こ と が な い の で 、 微 量 成 分 の 定 量 分 析 を 高 精 度 で 行 う こ と が で き る
。 そ し て 、 分 析 に 供 す る 試 料 に 対 し て な ん ら 前 処 理 を 行 う 必 要 が な く 、 き わ め て 簡 単 に 所
望 の 定 量 分 析 を 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 微 量 成 分 の 定 量 分 析 方 法 の 前 段 階 に 用 い る 装 置 の 構 成 を 概 略 的 に 示 す
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 前 記 定 量 分 析 方 法 の 後 段 階 に 用 い る 装 置 の 構 成 を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
３ … 捕 集 体 、 ４ … 液 体 ま た は 気 体 、 ６ … 微 量 成 分 、 １ ０ … 表 面 分 析 装 置 。
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